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  工業用水道事業 

　企業局は、本島の産業振興を図るため工業用水道事業を行っています。 

　これは本島北部のダムの水を久志浄水場で沈でん処理（一次処理）した後、主に中南部の工場

へ送水し、企業の生産活動を側面から支援するもので、現在、金武湾や中城湾港新港地区及び

糸満市の工業団地等にある74の工場に１日当たり約１万5,400m3（平成15年度実給水量）の工業用

水を供給しています。 

　水道用水供給事業 

　家庭や学校などの地域社会に直接給水を行うのは市町村の事業です。 

　しかし、ほとんどの市町村は独自の水源を持たないことから、企業局がダムや河川などから

取水し浄水処理した上でこれらの市町村に水道用水を供給しています。 

　企業局は現在、沖縄本島北部の比較的水源に恵まれた国頭村、大宜味村、東村、宜野座村を

除く本島29市町村と伊江村に１日当たり約42万m3（平成15年度）の水を供給しています。 

企業局は水道用水供給事業と工業用水道事業を行っています。 
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日平均送水量 

日最大送水量 

日工業用水供給量 

15

485.4

416.0

15.4

74

 

　戦前の水道 

　戦前は、那覇市など一部の市町村に水道が引かれていましたが、ほとんどの地域で生活用水

を井戸、天水、泉等に依存していました。 

　人々は、十分な水道施設がないため、夏場の日照り、干ばつなどに悩まされ飲み水の確保に

苦労しました。 

　自然環境 

　沖縄は160の珊瑚礁の島々からなる島しょ県で、大きな河川や湖などの水源に恵まれず、また、

降水量が年や季節によって大きく変化し、水を安定的に確保することが困難な自然環境にあり

ます。 

　そのため、先人たちは昔から稀少な水の確保に知恵をしぼり、努力を重ね、また、その中か

ら水に対する信仰や芸能、伝統行事など沖縄独特の文化を育ててきました。 

　戦後の水道 

　戦争によって灰じんに帰し、戦後しばらくの間、

水道の空白時代がありましたが、琉球政府が設立

された1952年（昭和27年）以降、琉球政府及び米国

民政府の補助金等によって水道が次第に普及し始

め、1960年（昭和35年）頃には、那覇市、コザ市

をはじめとする８つの市町村水道と、局所的な簡

易水道を合わせると約200の水道が誕生し、琉球

列島において人口の約40％の人々に給水していま

した。一方、米軍は1950年（昭和25年）、陸、海、空、

海兵の四軍が独立して運営していた軍水道を全島

統合上水道として一元化し、余剰水を基地周辺の

市町村へ分水していました。 

　ところが、復興の進展に伴う人口増加、都市への集中が激しくなり、1950年代後半に入ると

民間地域の水不足が深刻な問題になってきました。そこで、米国民政府によって全島統合上水

道を基にした民間地域を含めた広域水道構想が検討され、1958年（昭和33年）沖縄県企業局の前

身である琉球水道公社が設立されました。 

　琉球水道公社は、米軍が管理する全島統合上水道から分水を得て市町村へ給水を行っていま

した。 

　現在の水道 

　本土復帰（昭和47年）とともに、琉球水道公社の財産等を沖縄県企業局が引き継ぎ、水道用水

供給事業がスタートしました。 

　劣悪な水事情の解消及び将来の水需要の増大に対処するため、第１次～第３次沖縄振興開発

計画に基づき、水源開発や水道施設の整備を図ってきました。その結果、平成６年度から断水

のない状況が続いていますが、人口の増加等により水需要は伸び続けるものと見込んでおり、

沖縄振興計画に基づき、引き続き、水源開発や水道施設の整備を図っています。 

沖縄の自然と水道 企業局の事業 

供給量の推移 
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　沖縄県の人口は、終戦後の1946年（昭和21年）に約51万人であったのが、本土復帰時の1972

年（昭和47年）に約96万人、2003年（平成15年）には約135万人になり、復帰直後と比べると約

1.4倍に増えています。 

　沖縄本島の水源は、北部・中部にありますが、水源の大部分を占める北部の河川水、ダム水

を人口の約90パーセントが集中する中・南部の消費地へ送っているのが特徴です。 

　沖縄の気候は、亜熱帯海洋性で、気温は平均22.7度と１年を通じて温暖です。年平均降水量

は約2,037ミリメートル（那覇）で、全国平均1,718ミリメートルを上回っており、全国でも比較

的雨量の多い地域です。 

　しかし、人口密度が高いために年間の1人当たり水資源賦存量（降水量から蒸発散によって失

われる量を差し引いた量に、当該地域の面積を乗じた値）は、約1,973m3／年・人で、全国平均

約3,337m3／年・人の約6割にすぎません。 

　また、梅雨期、台風期、秋雨期、東シナ海低気圧等により年間を通して降雨がありますが、

そのうち、約50パーセント以上が5,6月の梅雨期と8,9月の台風期に集中しているため、夏場に

台風が少ないと渇水になりがちで、不安定な水事情となっています。 

　企業局の水源は、ダム、河川水、地下水、海水淡水化水の4種類からなっています。そのうち、

ダムからの水が最も多く、１日当たりの取水量46万200m3（平成15年度実績）の69.7％に当たる

32万900m3となっています。次に多いのが河川水で８万1,200m3（17.6％）、それに地下水が4万

3,100m3（9.4％）、また、平成９年度から全面供用開始された海水淡水化水は１万5,000m3（3.3％）

となっています。 

　昭和47年度と比べると取水量が約２倍に増え、本土復帰後、多くのダム開発が進められてき

たことから、水源別取水量の割合も大きく変わってきています。 
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沖縄本島2,037mm

観測者：沖縄気象台 
（那覇） 

全国平均1,718mm

年平均降水量 
 

沖縄の河川は、本土の河川と
比較すると勾配が急で流域面
積が小さいという特長があり
ます。 

平南川 

項　目 平成15年度 
供　給　量 

構成比 
（%） 

給水開始年月日 
市町村名 

40,479 26.6 昭和47年5月15日 
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13.6

7.1

9.3

5.7

3.0

4.8

1.1

2.5

2.4

1.8

3.8

1.2

1.2

20,788

10,810

14,243

8,755

4,591

7,293

1,703

3,829

3,595

2,763

5,775

1,870

1,819

項　目 構成比 
（%） 

給水開始年月日 
市町村名 

1,283 0.8

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

昭和50年  6月10日 

昭和50年  7月12日 

昭和47年  5月15日 

昭和52年  2月  1日 

平成元年10月  1日 

2.9

1.1

0.9

0.8

1.3

0.5

0.2

0.3

4.4

0.3

1.6

0.8

100.0

4,474

1,660

1,428

1,256

2,053

731

265

459

6,764

509

2,481

1,174

152,850

注）南部水道企業団は、東風平町、具志頭村、大里村、南風原町で構成されています。 

（単位：千m3） 

日平均  
取 水 量  
227.8千m3

河川水 
124.5千m3 
54.6%

河川水 
81.2千m3 
17.6%

国管理ダム 
248.8千m3 
54.1%

企業局 
管理ダム 
33.9千・ 
14.9%

地下水 
69.4千m3 
30.5%

地下水 
43.1千・ 
9.4%

海淡水 
15.0千m3 
3.3%

企業局 
管理ダム 
22.1千m3 
4.8%

ダム合計 
320.9千m3 
69.7%

昭和47年度 平成15年度 

(mm)

日平均  
取 水 量  
460.2千m3

ふ ぞん 

倉敷ダム 
50.0千m3 
10.8%

月別降水量（平成15年度） 

平成15年度版「水量記録資料集」より 
＊ 数値は平成15年度の月別降水量 

平成15年度版「沖縄統計年鑑」より 

＊ 年平均降水量及び気温は、1971年～2000年の那覇の平均値 
＊ 全国平均及び水資源賦存量の数値は平成16年度版『日本の水資源』より 
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那 覇 市  

沖 縄 市  

宜 野 湾 市  

浦 添 市  

具 志 川 市  

読 谷 村  

南部水道企業団 

嘉 手 納 町  

北 谷 町  

北 中 城 村  

石 川 市  

豊 見 城 市  

与 那 原 町  

中 城 村  

与 那 原 町  

西 原 町  

勝 連 町  

佐 敷 町  

玉 城 村  

名 護 市  

知 念 村  

本 部 町  

今 帰 仁 村  

糸 満 市  

伊 江 村  

恩 納 村  

金 武 町  

合 計  

昭和47年12月15日 

昭和47年  5月15日 

昭和52年  7月20日 

平成15年度 
供　給　量 

水源別取水量 沖縄本島の水事情 

市町村別供給量 
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　沖縄本島は南北に細長く、北部地域の水源地と中・南部の消費地が遠く離れていること

から導送水管等の管路が長く、そのため増圧ポンプ場、調整池等の多くの水道施設が設置

されています。また、河川水や地下水から取水するためのポンプ場が多いのも特徴です。 

許田増圧ポンプ場 長田川取水ポンプ場 

根路銘調整池 

水源と水道施設 

施　設　数 

施 　 　 　 設  数 

10

5

25

16

34

23井 

1

1

国 ダ ム  7 
県 ダ ム  1 
局 ダ ム  2

ダ 　 　 　ム  

浄 　 水 　 場  

調 　 整 　 池  

井 　 戸 　 群  

水質浄化施設 

凡　　　例 

ダム 

浄水場 

取水ポンプ場 

増圧ポンプ場 

調整池 

井戸群 

水質浄化施設 

硬度低減化施設 

導送水管 

導水路トンネル 

調整水路トンネル 

市町村境界線 

武見取水ポンプ場 
座津武取水ポンプ場 

宇嘉取水ポンプ場 

辺野喜取水ポンプ場 

佐手取水ポンプ場 

佐手前取水ポンプ場 
与那取水ポンプ場 
宇良取水ポンプ場 

比地取水ポンプ場 

田嘉里取水ポンプ場 

喜如嘉取水ポンプ場 

根路銘増圧ポンプ場 

根路銘調整池 

辺野喜ダム（国） 

普久川ダム（国） 

安波ダム（国） 

新川ダム（国） 

福地ダム（国） 

大保取水ポンプ場 

平南取水ポンプ場 
源河取水ポンプ場 

漢那ダム取水ポンプ場 

金武ダム取水ポンプ場 

平良川増　圧ポンプ場 
具志川増　圧ポンプ場 

新垣増圧ポンプ場 
山里第1・第2調整池 

新里第1・第2増圧ポンプ場 

中城調整池 
西原原水調整池 

親慶原調整池 

中山調整池 

大里調整池 

新里調整池 

奥間増圧ポンプ場 

西原増圧ポンプ場 

西原浄水場 
西原東増圧ポンプ場 

伊覇第1・第2調整池 

津嘉山第1・第2調整池 

上間第1・第2調整池 

大名調整池 
前田第2調整池 

前田第1調整池 

南上原調整池 

読谷調整池 
喜名調整池 

山内増圧ポンプ場 

海水淡水化センター 
北谷浄水場 

白川水質浄化施設 

読谷増圧ポンプ場 

石川増圧ポンプ場 

許田増圧　ポンプ場 

西屋部取水ポンプ場 

満名取水ポンプ場 

今泊増圧ポンプ場 

天底調整池 

海　底送水管（5,226m） 

伊波増圧ポンプ場 

伊波調整池 
喜瀬調　整池 

許田　調整池 
名護　調整池 

本部調整池 

名護　浄水場 

比謝川取水ポンプ場 
嘉手納井戸群（23井） 

長田川取水ポンプ場 
倉敷ダム取水ポンプ場 

倉敷ダム（県） 

山城ダム(県)

大城増圧ポンプ場 

山城ダム取水 
ポンプ場 

喜仲調　整池 

与勝　調整池 

石川原水　　調整池 

石川浄水場 

川崎取水　ポンプ場 
（天願川） 金武調整池 

久志浄水場 

漢那ダム（国） 

金武ダム(県)

我部祖河取水ポンプ場 

大保調整池 

硬度低減化施設  

ダ　ム　の　あ　ら　ま　し 

名　　称 利水容量 
開発水量（1日当たり） 

水道用水 工業用水 

計 82,700

44,700

（千m3） （m3） （m3） 

12,600

6,650

1,600

600

950

14,800

9,300

-

-

-

-

2,600

2,300

3,300

103,200

65,700

11,500

18,400

15,700

5,900

1,190

660

71,800

7,600

19,000

23,700

250,200

7,750 98,400

32,300

計 

福 地 ダ ム  

新 川 ダ ム  

安 波 ダ ム  

普 久川ダム  

辺 野喜ダム  

漢 那 ダ ム  

倉 敷 ダ ム  

金 武 ダ ム  

山 城 ダ ム  

国

ダ

ム

 

県

ダ

ム

 

具志川　調整池 

＊　ダムは羽地ダム（平成17年度より取水予定）を含む。 
＊　開発水量は、平成16年8月31日以降（工業用水から水道用水への転用後）の数値。 

羽 地 ダ ム  15,600 12,000 -

羽地ダム(国)

羽地ダム取水ポンプ場 

 

取水ポンプ場 

増圧ポンプ場 

海水淡水化施設 
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  工業用水道事業の概要 
　沖縄工業用水道事業は、水源を本島北部の多目的ダム群に求め、給水区域となる17市町村

（名護市、宜野座村、金武町、石川市、具志川市、沖縄市、与那城町、勝連町、北中城村、

中城村、西原町、南風原町、与那原町、佐敷町、大里村、東風平町、糸満市）に立地する事

業所に対し、工業用水の供給を行っています。 

供給先市町村：本部町・今帰仁村・名護市・恩納村・ 
　　　　　　  伊江村（海底送水管：5,226ｍ） 

供給先市町村：金武町・恩納村・読谷村・嘉手納町・石川市
具志川市・勝連町・与那城町・沖縄市・北中城村・中城村
西原町・与那原町・佐敷町・南部水道企業団・豊見城市 

供給先市町村：那覇市・浦添市・豊見城市・南部水道企業団 
与那原町・西原町・佐敷町・玉城村・知念村・糸満市 

辺野喜ダム 

普久川ダム 

安波ダム 

新川ダム 

福地ダム 

久志浄水場 

屋部地区工場適地 

久志～屋部配水管 

平良川増圧 
ポンプ場 

中城湾港工業団地 

小那覇増圧 
ポンプ場 

糸満工業団地 

潮平配水池 

導水路トンネル 

  石川浄水場 
　石川浄水場は、企業局の現在ある浄水場の中では一

番古く1967年(昭和42年)に整備され、当時の一日の処

理能力は７万5,000m3でした。 

　昭和50年に規模が拡張され、今では一日15万m3の

水道用水を供給することができます。 

　久志浄水場の処理水と、漢那、金武、山城の各ダム

及び北部河川水を水源とし、石川市をはじめ、主に中・

南部の19市町村へ供給しています。 

  名護浄水場 
　名護浄水場は、本島北部の名護市にあり、昭和50年

に１日当たりの処理能力１万4,000m3の施設として建設

されました。その後の水需要に対応するため、平成７

年度には１日当たり２万7,000m3の施設となっています。 

　水源は、主に平南川、源河川で、名護市をはじめ、

北部の５市町村へ供給しています。 

  久志浄水場 
　久志浄水場は、名護市東海岸にあり、１日当たりの

処理能力35万1,400m3を有する県下最大の上水道と工

業用水道の共同施設となっています。 

　供用開始は昭和50年度で、水源は国管理の北部ダム

群及び北部河川で、当浄水場で沈でん処理した水は、

一部を工場へ工業用水として供給するとともに、石川、

西原浄水場へ上水道の原水として送水しています。 

  西原浄水場 
　西原浄水場は、本島中部の西原町にあり、昭和52年

６月に一部供用を開始し（4万100m3／日）、その後の

４期にわたる工事を経て、昭和55年３月に現在の１日

当たり16万500m3の処理能力を有する浄水場となって

います。 

 福地ダム等の北部ダム群を水源とし、久志浄水場で

沈でん処理された水を、西原浄水場で浄水処理して、

那覇市、浦添市をはじめ、中・南部地域の13市町村に

供給しています。 中城湾港工業団地 

※　各市町村の地区によっては供給元の浄水場が異なるところもあります。 

沖縄工業用水道事業一般平面図 企業局の施設 
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  北谷浄水場 
　北谷浄水場は、本島中部の北谷町にあり、一日当

たり21万4,000m3の送水能力を持ち水道用水では県下

最大規模の浄水場です。また、県内で唯一の高度浄

水処理施設のを有し、平成４年度から供用を開始し

ています。 

　また、水道水の安定供給を図るうえから海水淡水

化施設が平成５年度から着工され、平成９年の４月

から一日当たり４万m3の海水淡水化水をつくる国内

最大級の施設として全面供用を開始しました。　 

　さらに、硬度平準化対策の一環として硬度低減化

施設が、平成15年６月から全面供用を開始し、硬度

を低減した水を供給することが可能となりました。 
　水源は、西系列河川、中部河川、嘉手納井戸群、

倉敷ダム及び海水淡水化水で、各処理工程を経て浄

水された水と海水淡水化水をブレンドして、中・南

部の７市町村へ供給しています。 

  水道施設管理事務所 
　水道施設管理事務所は、本島中部の沖縄市に位置し、

企業局の水道施設や工業用水道施設の維持管理を行

っています｡　通常業務として、ポンプや機械設備の

修繕、導・送水管路の移設、緊急を要する漏水の調査・

復旧、自家用電気工作物・計装設備・薬品注入設備

等の修繕を行っています。 

　当事務所は、水道用水や工業用水の安定供給を行

うための潤滑油としての、業務を行っています｡ 

  水質管理事務所 
　水質管理事務所は、北谷浄水場内にあり、安全で安

心して飲める水を供給するため、浄水の水質検査及び

水源となっているダム水や河川水、地下水などの原水

の検査を行っています。 

　また、久志、石川、西原の各浄水場に駐在を設置し、

各浄水場で生産された浄水を検査し、安全性を確認し

ています。 

  水管理センター 
　水管理センターは、平成４年度に県庁12階に設置され

ました。 

　企業局の水に関する様々な情報を管理し、各市町村に

必要な水量を効率的に供給するため、各浄水場の中枢と

しての業務を行っています。 

　私たちは、水道の蛇口をひねるだけで、きれいな水を自由に使うことができます。 

　さて、その水はどこから来るのでしょうか？ 

　沖縄本島では、中・北部の河川やダムから浄水場に運ばれ、その後、各市町村の配水地を

経由して私たちの学校・会社･家庭へと届けられるのです。 

　企業局では、引き続き「安全でおいしい水」の安定供給に取り組んでいきます。 

着水井 
沈でん池に流れる 

水の量を調節します。 

混和・沈でん池 
薬品を混ぜて水中の溶解物を 

沈でんさせて取り除きます。 

ろ過池 
さらに小さな不純物や細菌を 

砂の層などに通して取り除きます。 

塩素注入設備 
塩素を入れて消毒し、 

安心して飲める水にします。 

浄水池 
きれいになった水を一時、 

貯えておきます。　　　　　　 

送水ポンプ 
浄水池の水をポンプで 

調整池などへ送ります。　　　　　　 

調整池 
一日のうち多くの水を使う時の 

ため、水を貯えておきます。　　　　 

ちゃくすいせい 

ちん ち なが 

ちょうせつ 

こんわ 

やくひん ま 

ちん と のぞ 

ようかいぶつ 

ちん ち 

ふじゅんぶつ さいきん 

そう と のぞ 

か ち え ん そ ち ゅ う に ゅ う せ つ び  

えんそ 

じょうすいち 

たくわ 

そうすい 

じょうすいち 

ちょうせいち おく 

ちょうせいち 

おお 

たくわ 

配水池（タンク） 
浄水処理された水は、 

いったん小高い所にある 

配水池にためられます。 

はい 

じょうすいしょり 

すい  

こだか 

はいすいち 

ち  

 
 

供給先市町村：北谷町・沖縄市・北中城村・中城村・
宜野湾市・浦添市・那覇市 

北部河川 
（西系・大保・平南・源河等） 

中部河川（比謝・長田・天願） 

中部ダム（漢那・山城・金武） 

北部ダム 

倉敷ダム 

地下水 
（嘉手納井戸群） 

海水 
（海水淡水化施設） 

久志浄水場 

名護浄水場 

石川浄水場 

北谷浄水場 

西原浄水場 

（平成17年4月1日から当事務所は廃止し、その業務は各浄水管理事務所等へ移管する予定です。） 

海水淡水化センター 

硬 度 低 減 化 施 設  

※　各市町村の地区によっては供給元の浄水場が異なるところもあります。 

浄水場のしくみ 

水 の 流 れ  

水道水はどこから来るの？ 
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　沖縄本島中部地域にある嘉手納井戸群や天願川、

比謝川などの水道水源は、一帯の石灰岩質の影響を

受け、硬度が高くなっています。これらの水道水源

は北谷浄水場に導水され水処理されますが、これま

で硬度は除去されませんでした。そのため、北谷浄

水場系統の送水区域は、硬度の高い水質となってい

ました。                                                                        

　そのため、企業局では、硬度平準化対策の一環と

して、硬度低減化施設を整備することにしました。

同施設は平成14年度に完成し、平成15年度６月から

全面供用を開始し、硬度を低減した水を供給するこ

とが可能となりました。 

　北谷浄水場の水源の一部になっている比謝川、長田川、天願川の水質は、悪化が懸念されます。

　そのため、特に北谷浄水場では沈でん、ろ過、塩素処理の工程で行われる通常の浄水処理に

生物処理、オゾン処理、粒状活性炭処理の３つからなる高度浄水処理施設を導入し、より安全

でおいしい水づくりに努めています。 

■ 生物接触酸化池 ■ オゾン接触池 
　河川のもつ自浄作用を浄水処理に応用し、好

気性の微生物（バクテリア）によりアンモニア性

窒素などの有機物を除去し、原水を処理します。 

　ハニコーム（ハチの巣）状の接触材に生物膜を

付着させ、循環させることにより河川の自浄作

用に匹敵する浄水効果があります。 

　オゾンを効果的に沈澱水と接触させ

るため、散気管からオゾン化空気を噴

出させ、オゾンの酸化作用によりトリ

ハロメタン生成の原因となる有機物を

分解します。 

■ 粒状活性炭吸着池 

生物膜接触材の構造 

活性炭 活性炭 

ディフューザー 

ハニコーム ハニコーム 

　オゾン処理後、活性炭のもつ優れた

吸着能力を利用して汚濁水のにおいや

色を取り除くと

ともに、オゾン処

理で分解された

有機物を吸い取

って除去します。 

着水井 生物接触 
酸化池 

オゾン 
接触池 

粒状活性炭 
吸着池 

混和池 
フロック 
形成池 沈でん池 

急速 
ろ過池 

浄水池 
処理水 

送水ポンプ 

調整池 

高度浄水処理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・北谷浄水場 

硬度低減化施設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・北谷浄水場 

硬度低減化施設の流れ 

高度浄水処理の流れ 

平成15年6月供用開始 

PH

C MV

C MV

S V

CMV

M
Ｐ 

Ｍ 

PH

ＳV

C MV

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ Ｐ 

既設流量 
調節弁 既設流量 

調節弁 

既設流量 
調節弁 

既設流量 
調節弁 

嘉手納井戸群原水 
Ｑ＝27,000ｍ３ 

生成ペレット引き抜き 

硬度処理反応塔 
処理能力　6,800ｍ３／日／塔 
塔　　数　４基 

種ペレット貯槽 

種ペレット投入 

種ペレット移送ポンプ 

生成ペレット 
移送ポンプ 

苛性ソーダ貯留槽 
Ｖ＝７ｍ３ 

Ｖ＝３ｍ３ 

既設苛性ソーダ 
注入ポンプ 

硫酸（タンクローリー 
で搬入） 

硫酸貯留槽 
Ｖ＝８ｍ３ 

ろ過池Ｑ＝4,500ｍ３／日／池 
池　　数　Ｎ＝６　池 

450

500

450

500

150

水　路 PH調節槽 PAC攪拌槽 

攪拌槽 

PAC貯留槽 

逆洗排水 

ろ過水 

排　水 

排水池へ 

浄水池へ 

排水池へ 

生成ペレット貯留ホッパ 
容量20ｍ３ 

低減化方式　流動床式晶析軟化法　　　処理水量　27,000ｍ３／日 

着水井　Ｖ＝250m3

さらに進んだ水づくり 
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注）降水量は那覇での観測値 

　水源に恵まれない本県においては、復帰後、国の多目的ダム開発を中心に、多くの水源開発

が進められてきました。復帰後、毎年のように水不足が生じ給水制限が実施されていましたが、

平成6年度以降は、この間の水源開発の成果や海水淡水化施設の完成で、給水制限がない安定し

た状況が続いています。 

　しかしながら、現時点において水源の約20％を不安定水源である河川水に頼る本県において

は、なお、水不足への不安が存在しています｡ 

　渇水のない潤いのある暮らしを実現するためには､引き続き水源の開発を進めることと併せて、

県民一人ひとりが限られた資源である水の有効利用と節水について心掛けることが不可欠とな

っています。 

海水淡水化施設の心臓にあたる逆浸透膜設備 

水 道 水 源 の 保 全  

比謝川 

海水淡水化施設・・・・・・・・・・・・・・・・・海水淡水化センター 

海水淡水化の流れ 

　企業局では、これまでダム開発

をはじめとする水源開発を進めて

きましたが、人口や観光客の増加、

気象条件の変化によっては今後も

水不足が予想されます。そこで、企

業局では無尽蔵にある沖縄の美し

い海から、天気に左右されずいつ

でも水を造ることができる海水淡

水化施設の建設を進めてきました。 

　同施設は平成８年度で完成し、平

成９年４月から１日当たり４万m3

の水を生産することが可能となり

ました。 

　私たちは、ダムや河川、地下水、海水を水道の水源とし

て利用しています。 

　河川では、家庭からの生活排水や事業所排水が流れ込み、

人口の増加も伴い、水質の悪化が懸念されます。 

　水道水源を保全するために、川にごみを捨てないことや

汚れた生活排水を流さないことに心がける必要があります。 

　一方、森林には、降った雨をとどめる涵養（かんよう）の

働きがあり、洪水防止や河川の水量保持の役割も果たして

います。 

　水道水源としての川や海、森林をきれいに保つことは、

安全でおいしい水を安定的に供給するために重要なことで

す。 

　　　　　

放流塔 

沖合200ｍ 

還元剤 

保安 
ﾌｨﾙﾀｰ 

 

送水 
取水管 
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抑制剤 動力回収 
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高圧ポンプ 

逆浸透設備 

放流管 

濃縮漕 １次希釈漕 ２次希釈漕 

逆浸透膜 
洗浄設備 

下水道へ 

脱水ケーキ 
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排水の濃縮 
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濁質成分の除去 

安定ろ過水質の確保 

ろ過水の貯留 

圧力エネルギーの回収 

高圧ポンプによる加圧 

逆浸透膜による淡水化 

生産水の貯留 

調整水槽 沈砂地 

上澄水 

淡水水槽 

滅
菌
剤 

苛
性
ソ
ー
ダ 

P

P

放流水槽 洗浄排水槽 
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浄水池 

節水型社会の形成を目指して 



新石川浄水場完成予想図 新石川浄水場完成予想図 
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　本県の厳しい水事情を緩和するため、国や県では、ダム建設を進めてきています。 

　これまでに福地ダムをはじめ、新川ダム、安波ダム、普久川ダム、辺野喜ダム、漢那ダム、

羽地ダム（国)、倉敷ダム（県）、金武ダム、山城ダム（企業局）の10のダムが完成しています。 

　これらのダム開発によって水事情はかなり緩和されましたが、今後の水需要の増大に対処す

るため、国や県では、更なるダムの建設を進めています。 

 

羽地ダム 
（平成17年度供用開始予定） 

辺野喜ダム 

普久川ダム 

安波ダム 

新川ダム 

福地ダム 

羽地ダム 

大保ダム 

奥間ダム 

漢那ダム 

久志浄水場 

石川浄水場 

導水管 

西原浄水場 

那覇市 

北谷浄水場 

倉敷ダム 

億首ダム 

金武ダム 

山城ダム 

東系列導水路トンネル 

西系列導水管 

中系列導水管 

凡例 

：管理中のダム 

：建設中のダム 

：浄水場 

　現在の石川浄水場は、送水量15万m3/日の能力を持つ企業局の基幹浄水場として利用されて

きましたが、建設後30数年が経過し老朽化が進んでいます。 

　また、本県の水需要の増大に伴い、石川系統の送水については将来的に供給能力の増大が

必要となっていますが、現在の浄水場の敷地が市街地に隣接していることから施設を拡張す

る余地がありません。 

　このため、現在の老朽化した石川浄水場を石川市東恩納地先の埋め立て地に16万5,600m3/

日の施設能力を持つ新石川浄水場として拡張移転することにしました。これにより、本県の

水需要の増大に対しても安定した供給が確保できるようになります。　 

　また、現在の石川浄水場では、塩素消毒によって生ずるトリハロメタン対策として、中間

塩素処理方式などの低減策を行っています。 

　今後、水源水質の変動によってトリハロメタン濃度が上昇していくことが予想されること

から、建設中の新石川浄水場については、より安全でおいしい水を供給するため、トリハロ

メタン対策により有効なオゾン処理や生物活性炭処理などの高度浄水処理施設を導入するこ

ととしています。 

名護浄水場 

沖縄本島水源開発図 

新石川浄水場建設 

石川浄水場 

新石川浄水場 

石川公園 

高度浄水処理施設 
建設予定地 

ダムによる水源開発 今後の主要事業 

新石川浄水場建設状況 新石川浄水場位置図 

現在購入済みの用地範囲での表示です 
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　本事業は、名護市久志から許田、幸地を経て屋部地区工場適地に至るまでの約18kmに工業用

水道の専用配水管を整備するものであり、配水管沿線及び屋部地区工場適地の企業を給水対象

に4,100m3/日の需要を見込み、平成21年度以降の給水開始を予定しています。 

　許田～幸地間のトンネル部分については、水道用水供給事業の名護導水ルートと共同施工を

行っています。 

　昭和55年度から取り組んできた西系列水源開発事業は、本島北西部の12河川から豊水時に取

水し、これを大保ダムと倉敷ダムに貯留したのち、安定的に取水するという事業です。 

　これまでに、倉敷ダムと12河川の開発を終え、大保ダムは現在建設中です。また、両ダムを

結ぶ総延長約53kmの西系幹線導水施設については約８割が完成しており、現在、名護市字田井

等から名護市字許田に至る約8.9kmの名護導水ルートを施工中です。 

水道用水供給施設 

　名護、石川及び西原浄水場は、通常処理（沈澱処理・砂ろ過処理）を行っています。また、北谷

浄水場では、通常処理と高度浄水処理を行っています。 

　高度浄水処理とは、河川の浄化作用を応用した「生物処理」、強力な酸化力を持つオゾンを利用

した「オゾン処理」、吸着能力に優れた活性炭を利用した「粒状活性炭処理」等の処理を行うことで

す。高度浄水処理を導入したことにより北谷浄水場では総トリハロメタンが低いことが検査結果

より確認できます（13ページの高度浄水処理フロー図を参照）。 

　水質検査結果については、毎年水質年報を発行しており、各市町村水道事業体、図書館等公共

機関に送付していますので、詳細な内容についてはそちらをご参照ください。 

　沖縄県企業局では、水道用水供給事業だけではなく、工業用水の供給も行っています。 

　現在、久志浄水場で沈澱処理した水を各工場等へ送水しています。工業用水の水質基準は下表

のとおりです。 

おいしい水とは？ 
「おいしい水」の条件には個人差がありますが、次のような水質的な条件があります。 

一般細菌（個/ml） 

大腸菌群（MPN/100ml） 

総トリハロメタン（mg/l） 

ナトリウム及びその他化合物（mg/l） 

塩素イオン（mg/l） 

カルシウム、マグネシウム等（硬度）（mg/l） 

pH値 

臭気 

色度（度） 

濁度（度） 

0 
0 
0.020 
20.9 
31.3 
57 
7.5 
異常無 
0.2 
0.01

0 
0 
0.026 
19.9 
30.0 
38 
7.5 
異常無 
0.4 

0.01未満 

0 
0 
0.009 
39.3 
49.2 
120 
7.4 
異常無 
0.3 
0.02

0 
0 
0.025 
18.4 
28.2 
34 
7.5 
異常無 
0.4 
0.03

名護浄水場 

水温 
（℃） 

30以下 

濁度 
（ppm） 

20以下 

pH 
（-logH） 

6.5～8.5

アルカリ度 
（ppm） 

75以下 

硬度 
（ppm） 

120以下 

蒸留残留物 
（ppm） 

250以下 

塩素イオン 
（ppm） 

80以下 

鉄 
（ppm） 

3.0以下 

石川浄水場 北谷浄水場 西原浄水場 

 

○蒸発残留物 
 
○硬　　　度 
 
 
○残 留 塩 素  
○水　　　温 

主にミネラルの含有量を示し、量が多いと苦み、渋み等が増し、適度に含まれると、
こくのあるまろやかな味がします。 
ミネラルの中で量的に多いカルシウム、マグネシウムの含有量を示し、硬度の低い水
は癖が無く、高いと好き嫌いがでます。カルシウムに比べてマグネシウムの多い水は
苦みを増します。 
水にカルキ臭を与え、濃度が高いと水の味をまずくします。 
夏に水温が高くなると、あまりおいしくないと感じられます。冷やすことによりおい
しく飲めます。 

出典：「水道のあらまし」　（社）日本水道協会 

＊　久志浄水場は、一次沈澱処理場であるため除いています。 
＊　掲載している値は各浄水場出口の平成15年度の平均値です。 
＊　検査結果は法令で定められた基準値にすべて適合しています。 

工業用水道施設 

久志浄水場 

工
業
用
水
道
配
水
管
路 

名
護
湾 

名護市字田井等 

名護市字許田 

屋部地区工場適地 

名
護
導
水
ル
ー
ト 

（
約
1
7
.6
km
） 

（
約
8
.9
km
） 

水道用水道管 
鋼製支保工 

木矢板 

エアーモルタル充填エアーモルタル充填 エアーモルタル充填 

地山 

標準断面図 

H125×125
（SP:φ1,350、1500mm） 

工業用水道管 

（DCIP:φ250mm、200mm） 

工業用水の水質基準（沖縄工業用水供給規程） 

西系列水源開発 

浄水場の水質検査結果 

工業用水の水質基準 

名護市西海岸地区工業用水道整備事業 
＊ 給水地域のうち、安慶名～平安座配水管による給水範囲はｐH値が[6.5～9.5]となっています。 

 

水質情報 



　水道用水供給事業は、県内26市町村及び１企業団に１日平

均41万７千m3の給水を予定しています。 

　収益的収入は、料金収入が全体の97.3％を占めていて、そ

の他は他会計補助金、預金利息等で2.7％となっています。 

　収益的支出は、減価償却費18.0％、支払利息15.8％、人件費

15.6％、動力費13.9％、負担金・交付金13.0％、修繕費7.0％、

その他16.7％となっています。 

収益的収入及び支出 
　資本的収入は、補助金が83.0％を占めています。これはダ

ム建設負担金、水源施設及び用水供給施設整備事業費等の補

助金です。 

　また、補助事業費の一部を自己財源で補うため、企業債が

17.0％を占めています。 

　資本的支出は、水源開発、浄水場、導水管などの建設改良

に要する費用が82.0％、企業債償還金が15.8％となっています。 

資本的収入及び支出 

　工業用水道事業は、金武湾、中城湾港新港地区及び糸満市

の工業団地等にある70事業所に１日当たり約１万４千m3の給

水を予定しています。 

　収益的収入は、料金収入が全体の39.1％を占めています。

その他は、他会計補助金、預金利息等で60.9％となっています。 

　収益的支出は、負担金・交付金57.6％、減価償却費12.9％、

支払利息7.7％、人件費5.2％、修繕費4.5％、動力費4.2％、

その他7.9％となっています。 

収益的収入及び支出 
　資本的収入は、補助金が70.8％を占めています。これは工

業用水道建設及び改築事業費などの補助金です。 

　また、補助事業費の一部を自己財源で補うため、企業債が

29.2％を占めています。 

　資本的支出は、浄水場、配水管などの建設改良に要する費

用が92.2％、企業債償還金が7.8％となっています。 

資本的収入及び支出 

　水道用水供給事業は、県内26市町村及び１企業団に対し水

道用水を152,849,530m3（一日平均41万7千m3）供給しました。 

　総収益は、料金収入の伸び等により、159億6,712万9,618円

で前年度と比べ0.15％増え、総費用は、修繕費等の減少によ

り前年度と比べ3.29％減って、154億6,560万3,899円でした。 

　その結果、5億152万5,719円の黒字となりました。 

水道事業会計決算 

収益的収入及び支出（税抜き） 
　主な建設工事は、前年度に引き続き、西系列幹線導水施設

工事、新石川浄水場建設工事及び石川～上間送水管布設工事

等を実施しました。 

　また、これらの施設の建設と並行して、久志浄水場脱水機

設備改良工事、北谷浄水場薬注機械設備改良工事等を実施し

ました。 

資本的収入及び支出（税込み） 

　工業用水道事業は県内74事業所に対し5,618,301m3の工業

用水を供給しました。 

 総収益は、料金収入の減少等により、5億8,248万2,000円で

前年度と比べ0.12％減り、総費用は、負担金等の増加により

前年度と比べ2.98％増えて5億5,858万568円でした。 

　その結果、2,390万1,432円の黒字となりました。 

収益的収入及び支出（税抜き） 
　主な建設工事は、前年度に引き続き、久志～屋部工業用水

配水管布設工事等を実施しました。また、老朽化施設の機能

回復を図るため、久志浄水場脱水機設備改良工事等を実施し

ました。 

資本的収入及び支出（税込み） 

平
成
15
年
度
決
算 

平
成
16
年
度
予
算 

単位： 
百万円 

単位： 
百万円 

単位： 
百万円 

単位： 
百万円 

単位： 
百万円 

人件費 
28

動力費 
24

減価償却費 
72

支払利息 
45

その他 
42

修繕費 
16

企業債 
償還金 
37

注１：資本的収支の差引不足額は損益勘定 
　　　留保資金等で補填しました。 

単位： 
百万円 

単位： 
百万円 

単位： 
百万円 

補助金 
371

浄水場、浄水場、配水管配水管などの 
建設改良建設改良に要する費用費用 

499499

浄水場、配水管などの 
建設改良に要する費用 

499

企業債 
償還金 
42

当年度収支差額 
17

企業債 
153資本的収入 

524

資本的支出 
541

収益的収入 
16,816

収益的支出 
16,661

人件費 
2,594その他 

2,788

修繕費 
1,167

動力費 
2,309

負担金・ 
交付金 
2,172

減価償却費 
3,003

支払利息 
2,628

当年度収支差額 
155

その他 
458

補助金 
15,070

水源開発、水源開発、浄水場、浄水場、導水管導水管などの 
建設改良建設改良に要する費用費用 

18,61018,610

水源開発、浄水場、導水管などの 
建設改良に要する費用 

18,610

企業債 
償還金 
3,583

その他 
500

企業債 
3,094

資本的支出 
22,693

単位： 
百万円 

修繕費 
27

動力費 
25

収益的支出 
599

料金収入 
202

人件費 
31その他 

48

負担金負担金・交付金交付金 
345345

負担金・交付金 
345減価償却費減価償却費 

7777
減価償却費 
77

支払利息 
46

当年度収支差額 
82

その他 
315

収益的収入 
517

資本的収入 
18,164

収支不足 
38

当年度純利益 
24

企業債償還金企業債償還金 
2,9012,901

注１：資本的収入額（前年度未払金に充当する額 

879百万円を除く）が資本的支出額に不足する額は、 

損益勘定留保資金等で補てんしました。 

料金収入 
16,358

収支不足 
4,132

当年度純利益 
501

修繕費 
949

収益的収入 
15,967

収益的支出 
15,466

料金収入 
15,627

その他 
340

その他 
1,888

支払利息 
2,668

動力費動力費 
2,1562,156
動力費 
2,156

人件費人件費 
2,5402,540

減価償却費減価償却費 
3,0433,043

減価償却費 
3,043

負担金負担金・ 
交付金交付金 
2,2222,222

負担金・ 
交付金 
2,222

資本的収入 
24,982

資本的支出 
28,235

水源開発、水源開発、浄水場浄水場・導送水管導送水管などの 
建設改良建設改良に要した費用費用 

24,84124,841

水源開発、浄水場・導送水管などの 
建設改良に要した費用 

24,841

企業債償還金 
2,901

企業債 
5,475

補助金 
19,507

投資 
493

収益的収入 
582

料金収入 
269

その他 
313

負担金負担金・交付金交付金 
331331

収益的支出 
558

資本的収入 
513

資本的支出 
551

補助金 
358

浄水場浄水場・配水管配水管などの 
建設改良建設改良に要した費用費用 

514514

浄水場・配水管などの 
建設改良に要した費用 

514

企業債 
112

企業債 
5,475

工業用水道事業会計決算 工業用水道事業会計予算 

水道事業会計予算 

平成15年度決算 平成16年度予算 

人件費 
2,540

負担金・交付金 
331

工事負担金 
43

当年度収支差額 
4,529



一般向けホームページ 

　企業局では、県民への情報を正確かつ迅速に提供し、より一層のサービス向上に努めるため、

一般向けのホームページと、子供向けのホームページを開設しています。 

　ホームページでは、事業・施設概要、水源・水質情報、経営情報等を掲載しているほか、水

道についてのご意見等も受け付けています。 

　また、こども向けホームページでは、水源地から家庭までの水の流れをはじめ、水の歴史や

節水方法など、水道学習に必要な知識を掲載しているほか、クイズ・質問コーナー等を設け、

水道について楽しく学習できる内容となっております。 

http://www.eb.pref.okinawa.jp/　 

こども向けホームページ 

http://www.eb.pref.okinawa.jp/kids/　 

　企業局では、各浄水場で施設見学の受け入れを行っています。浄水場では安全でおいしい水

がどのように作られているかがご覧になれます。 

　見学は予約制となっており、見学できる日時は、基本的に平日の９時から17時までです。 

　事前に次の連絡事項を確認の上、見学の２週間前までにご希望の施設へ直接電話でご連絡く

ださい。 

　見学団体の重複等で希望日時に見学できない場合もあります。 

見学希望日時 

見学の責任者氏名 

連絡先電話番号 

見学目的（具体的に） 

見学者の人数 

その他連絡したい事項 

（団体で見学される場合は） 
  学校及び団体の名称・所在地 

連 絡 事 項  

０９８－８６６－２８０３ ０９８－８６６－２８１９ 

０９８－８６６－２８０５ ０９８－８６６－７４９５ 

０９８－８６６－２８０６ ０９８－８６６－８０６０ 

０９８－８６６－２８１０ ０９８－８６６－２８１１ 

０９８－８６６－２８１４ ０９８－８６１－５７９９ kensetsu@eb.pref.okinawa.jp

soumu@eb.pref.okinawa.jp

info@eb.pref.okinawa.jp

keiri@eb.pref.okinawa.jp

haisui@eb.pref.okinawa.jp

〃 

那覇市泉崎１－２－２ 

〃 

〃 

〃 

名　称 所在地 電話番号 FAX

０９８－９３２－０６５６ ０９８－９３３－９３２０ 

０９８０－５５－２７４２ ０９８０－５５－２９２５ 

０９８０－５３－２６３３ ０９８０－５２－６２１４ 

０９８－９６４－３２５７ ０９８－９６５－３６３２ 

０９８－９３６－７７９６ ０９８－９２６－１５９１ 

０９８－９３６－５２５７ ０９８－９３６－５２７６ 

０９８－９４５－４４０４ ０９８－９４６－２０１１ 

０９８－９３６－７７９７ ０９８－９３６－７３５１ 

chatan@eb.pref.okinawa.jp

nishihara@eb.pref.okinawa.jp

suishitsu@eb.pref.okinawa.jp

suidou-s@eb.pref.okinawa.jp

kushi@eb.pref.okinawa.jp

nago@eb.pref.okinawa.jp

ishikawa@eb.pref.okinawa.jp

〒904-0113 

　北谷町字宮城1－27

〒903-0103 

　西原町小那覇1336

〒904-0113 

　北谷町字宮城1－27

〒904-0033 

　沖縄市山里2－4－20

〒905-2173 

　名護市字久志1100

〒905-0019 

　名護市大北3－28－36

〒904-1106 

　石川市字石川2565

〃 

E-mail

本 庁  

出 先 機 関  

chatan@eb.pref.okinawa.jp

〒９００－８５７０ 総 務 課  

経 営 計 画 課  

経 理 課  

配 水 管 理 課  

建 設 課  

久志浄水管理事務所  

石川浄水管理事務所  

水道施設管理事務所  

北谷浄水管理事務所  

西原浄水管理事務所  

水 質 管 理 事 務 所  

名 護 浄 水 場  

職員数　　  321人 
平成16年４月１日現在 
※公営企業管理者を除く 

経営計画課 
（１７人） 

配水管理課 
（２６人） 

建 設 課 
（２８人） 

水 道 施 設  
管理事務所 
（４８人） 

久 志 浄 水  
管理事務所 
（４８人） 

石 川 浄 水  
管理事務所 
（３０人） 

北 谷 浄 水  
管理事務所 
（４１人） 

西 原 浄 水  
管理事務所 
（２７人） 

水 質 管 理  
管理事務所 
（１７人） 
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本 庁  出先機関 

参 事  
（１名） 

次 長  
（２名） 

公営企業管理者 
企業局長 
（１人） 

経 理 課 
（１５人） 
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※　平成17年度4月1日から水道施設管理事務所は廃止し、その業務は各浄水管理事務所等へ移管される予定です。 

海水淡水化センター 

企業局ホームページの紹介 

施設見学の紹介 

企業局組織一覧 
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業
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